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 社会事象を公正に判断し、社会と主体的にかかわる力を育む学びの創造 

～仲間と共に、より良い考えを生み出す授業実践の展開～ 

 

◇研究仮説１：多面的に社会的事象をとらえられる地域素材や一般的な素材の教材化など、単元構

成を工夫することで公正に判断する子どもを育成することができる。 

◇研究仮説２：調べたことやわかったことを再考し、発信・表現することで、社会と主体的にかか

わりをもつ子どもを育成することができる。 

◇研究仮説３：子ども一人ひとりの考えの持ち方の伸びを的確に見取り、その度ごとにしっかり評

価を行っていくことで、社会的事象を自ら調べ、考える子どもを育成することがで

きる。 

＜研究内容１＞ 

社会的事象を多面的にとらえ、 

公正に判断できる「知識の構造図」 

<研究内容２> 

自分（達）が考えたことを再

考し、発信する「場」の設定 

<研究内容３> 

子ども一人ひとりの伸びを的

確に見取る「評価」 

【具体的内容１】 

① 地域素材の教材化と単元

中の位置づけの工夫 

② 社会的事象を多面的にと

らえられる単元構成の確

立 

【具体的内容２】 

① 新たな事実との出会いの場

の工夫 

② 考える場の設定 

③ 交流し、判断する場の確立 

④ 再考し、それを表現する場の

設定 

【具体的内容３】 

① 年間を見通した目標とそ

の評価の確認 

② 単元ごとに達成したい目

標と評価観点の明確化 

③ 一単位時間で行うことが

できる評価の方法とその

場面の明確化 


